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第１学年 国語科学習指導案 

日 時 平成２９年 ９月２７日（水）５校時 

児 童 第１学年 男１名  計１名   

指導者 斉藤 龍一          

 

１ 単 元 名  おはなしをよもう 

 

２ 学習材名 「サラダでげんき」 （東京書籍下） 

 

３ 単元について 

 

 （１）児童について 

     児童は「おおきなかぶ」で、場面の変化の様子や登場人物の行動について想像しながら読む

学習をした。登場人物がどんな様子でかぶを抜いているのかを想像しながら読み、楽しんで音

読することができた。また、読むことの学習では、１年上巻「とんこととん」から継続して、

登場人物の様子を想像し、「！（びっくりした、おどろいた）」、「？（不思議な）」、「赤い♡（う

れしい、たのしい）」、「青い♡（かなしい）」と４つに分けて想像したことを記号や言葉で表す学

習も経験してきている。しかし、各場面の様子の変化や、登場人物の行動が変化していくこと

を把握して、その様子を想像しながら読む力は十分に身に付いているとはいえない。 

     話し合う活動では、教師と児童の２人で、または教師がパペットを使って児童と同じ目線に

なって行うなど、工夫して学習してきた。しかし、自分の考えを表す語彙も少なく、自分の思

いや考えを伝える力は十分ではない。 

読書については、年間１００冊という目標を立て、朝読書や家庭読書に取り組んでいる。意

欲的に取り組んではいるが、まだ自分で内容を読むことができる本が少なく、途中で読むのを

やめたり、内容を理解しないまま読み進めたりしていることもある。 

 

 （２）学習材について 

     この学習材は、お母さんのためにサラダを作ろうとするりっちゃんの前に、動物たちが次々

と出てきて、サラダに入れる材料とその効果を教えるという楽しいお話である。動物たちの登

場によって場面が分かれ、動物とりっちゃんの同じようなやりとりが繰り返される。教科書の

１年上「おおきなかぶ」や「どうやってみをまもるのかな」などと同様に同じような文型が繰

り返されており、児童にとって読みやすい内容と考えられる。 

文章の内容は、動物たちの登場により場面が変わるので、場面の様子の変化を捉えやすい。

また、登場人物の会話文や挿絵を手掛かりに様子を想像することもできる。この学習材は、場

面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読む力を付けるのに適している

と考える。 
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（３）指導にあたって 

     本単元で育てたい主となる能力は、学習指導要領第１学年の「Ｃ読むこと」の指導事項「ウ 

場面の様子について、登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。」である。 

     単元を通した言語活動として、「想像した登場人物の行動と自分の経験を結び付けて手紙を書

くこと」を位置付ける。手紙には、各場面でのりっちゃんや動物たちの行動や会話から想像し

た様子を自分の経験と結び付けながらりっちゃんに教えるように書いていく。最後には、自分

が登場人物の一人になったとしたら、りっちゃんに何をしてあげるかを自分の経験と結び付け

想像して書く。「手紙」は、話し言葉で書くことができるため児童にとって書きやすいと考える。

また、「りっちゃん」という相手意識をもち、登場人物の様子を楽しみながら想像することがで

きると考える。 

     第一次では、どんなサラダが好きか、どんなサラダを食べたことがあるかなど想像を膨らま

せながら、学習内容への興味関心をもたせる。自分ならどんなものをサラダに入れたいか想像

させ、それを手紙に書いてりっちゃんに教えることを提示し、単元の学習課題を一緒に考える。 

     第二次では、それぞれの動物たちとりっちゃんのやりとりをもとにしながら、場面の様子を

想像して読んでいく。動物の登場の仕方やおすすめする食材、すすめた食材を食べるとどうな

るかという三つのことが、それぞれの動物たちの特徴に合わせて話されていることを捉える。

また、登場人物の会話や行動から想像した様子を、自分の経験と結び付けて解釈し、想像した

ことをりっちゃんへの手紙に書かせる。 

第三次では、第二次で、動物たちは自分の好きなものや特技を話していたことを想起させな

がら、自分がりっちゃんに教えたいサラダに入れる食材について手紙を書く。その食材は、自

分の経験上、元気になったものとし、経験と結び付けて想像を広げさせたい。 

 

４ 単元の目標 

    ○登場人物の行動や場面の展開について、想像を広げながら読もうとすることができる。 

【関心・意欲・態度】 

    ◎場面ごとの登場人物の行動や会話に着目し、想像を広げて読むことができる。 

【読むことＣ(１)ウ】 

    ○登場人物の行動と自分の経験を結び付けながら、想像したことを手紙に書いて発表すること

ができる。                     【読むことＣ(１)オ】 

    ○主語と述語の関係に気を付けて読むことができる。       【伝国(１)イ(カ)】 

５ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 ○登場人物の行動や場面の展開について、想像を広げなが

ら読もうとしている。 

読む力 ◎場面ごとの登場人物の行動や会話に着目し、想像を広げ

て読んでいる。(ウ) 

○登場人物の行動と自分の経験を結び付けながら、想像し

たことを手紙に書いて発表している。(オ) 

言語についての知識・理解・技能 ○誰が何をしたのかに気を付けて読んでいる。イ(カ) 
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６ 単元の指導計画（全９時間） 

 

次 時 主な学習活動 評価規準（評価方法） 

第
一
次 

学
習
の
見
通
し
を
も

つ
。  

 

 

１ 

 

 

 

 

 

○「サラダでげんき」の全文を通読し、内容の

大体を捉え、学習の見通しを立てる。 

○サラダに何を入れたいか想像を膨らませる。 

 

 

 

【関】「サラダでげんき」の内容に関心をもち、

楽しんで読もうとしている。 

（観察、ノート） 

 

第
二
次 

登
場
人
物
を
中
心
に
場
面
の
様
子
の
変
化
を
把
握
し
な
が
ら
、
想
像
し
た

こ
と
を
読
み
取
る
。 

２ 

 

○りっちゃんがサラダを作ることになった場

面の様子を想像しながら読む。 

【読】サラダを作ることになったりっちゃんの

様子を、想像を広げながら読んでいる。

（発言、ノート） 

３ 

○のらねこがしたことや、かつおぶしをサラダ

にかけた場面のりっちゃんの様子を想像し

ながら読む。 

【読】のらねことりっちゃんの様子を、想像を

広げながら読んでいる。（発言、ノート） 

４ 

 

○となりの犬がしたことや、いそいでハムをサ

ラダにいれた場面のりっちゃんの様子を想

像しながら読む。 

【読】となりの犬とりっちゃんの様子を、想像

を広げながら読んでいる。（発言、ノート） 

５ 

 

○すずめとありがしたことや、すすめられたも

のをサラダに加えた場面のりっちゃんの様

子を想像しながら読む。 

【読】すずめやありとりっちゃんの様子を、想

像を広げながら読んでいる。 

（発言、ノート） 

６ 

○馬と白くまがしたことや、にんじんをくわえ

たり、電報を読んだりした場面のりっちゃん

の様子を想像しながら読む。 

【読】馬や白くまとりっちゃんの様子を、想像

を広げながら読んでいる。（発言、ノート） 

７
（
本
時
） 

○アフリカ象がしたことや、サラダが出来上が

った場面のりっちゃんの様子を想像しなが

ら読む。 

【読】アフリカ象とりっちゃんの様子を、想像

を広げながら読んでいる。（発言、ノート） 

第
三
次 

り
っ
ち
ゃ
ん
に
し
て
あ
げ
た
い

こ
と
を
手
紙
に
書
い
て
発
表
す
る
。 

８ 

９ 

○どんな動物がどんな順で出てきたか確かめ

る。 

○りっちゃんの、サラダに入れてあげたい食材

について考えて、自分の経験と結び付けて、

想像を広げて手紙に書く。 

○書いた手紙を教師に発表して伝える。 

○単元の学習を振り返る。 

【言】誰が何をしたのかを捉えて文章を読んで

いる。 

【読】物語を読んで想像したことをもとに、自

分の経験と結び付けながら、主人公へ手

紙を書いて発表している。（発言、ノート） 

 本単元の学習について、題名や絵、写真から予想したり、同系統の学習やつながりを考え

たりして、児童が主体的に本単元の学習活動に取り組むことができるようにする。【視点１】 

 本単元の学習の振り返りを行い、できるようになったことを確かめる。【視点１】 
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７ 本時の指導 

（１）目標 

   アフリカ象とりっちゃんの様子を、想像を広げて読むことができる。 

（２）展開 

段
階 

学習活動 
指導上の留意点 

○支援 ◎評価 

導
入
５
分 

１ 前時までの学習を振り返る。【視点１】 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

○前時までに読んできた内容について簡単に

振り返ることで、本時への興味をもたせる。 

展

開 

35

分 

３ 本時の学習場面の音読をする。 

 

４ 学習課題を解決する。【視点２】 

（１）アフリカ象とりっちゃんの様子が分かる部

分を捉える。 

 ・アフリカ象とりっちゃんの様子が分かる部

分（会話文、動作を表す言葉）にサイドラ

インを引く。 

（２）アフリカ象とりっちゃんの様子について想

像する。 

 ・アフリカ象やりっちゃんの様子が分かる部

分を発表する。 

 ・アフリカ象が手伝う様子を想像する。 

  ・「いただきましょう。」と話したりっちゃん

の様子を想像する。 

（３）想像したことをまとめる。 

  ・本時で想像したことを用いてりっちゃんへ

手紙を書く。 

 

 

 

 

 

○本時の内容を読み取ることができるように、

だれがどんなことをしたかに気を付けさせ

ながら音読させる。（P.14,L7～P.16 最後） 

○アフリカ象やりっちゃんの様子が分かる部

分（会話文、動作を表す言葉）に自分でサイ

ドラインを引かせる。 

 

○アフリカ象やりっちゃんの様子について想

像したことを板書に位置付け、まとめる際の

支援とする。想像を広げるために動作化も必

要に応じて行う。 

○自分の経験と話の内容を結び付けながら想

像させ、想像したことを板書に位置付ける。 

○サラダが出来た場面の様子を捉えるために、

様々な動物が出てきたことを振り返りなが

らりっちゃんの様子を想像させる。 

○板書をもとに、場面の中で自分が想像したこ

とを自分の経験と結び付けて手紙を書かせ

る。 

◎【読】アフリカ象とりっちゃんの様子を、想

像を広げながら読んでいる。 

（発言・ノート） 

終
末
５
分 

５ 学習の振り返りをする。【視点１・２】 

 

６ 次時の学習内容を確認する。 

○学習を通して分かったことや感想などを書

かせる。 

アフリカぞうとりっちゃんのようすをそ

うぞうしよう。 

〈例〉りっちゃんへ 

アフリカぞうがじょうずにサラダをまぜてくれた

ね。りっちゃんは、サラダができてうれしそうにおは

なししていたね。ぼくも、おりょうりがやっとできた

ときはうれしかったから、そのきもちよくわかるよ。

よかったね。 
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（３）評価 

 Ｂ アフリカ象とりっちゃんの様子について想像したことを、自分の経験と結びつけて手紙に書いて

いる。 

 支援：アフリカ象の行動やりっちゃんの様子から想像したことを板書から選んで書かせる。 

 

８ 板書計画 

  

サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き 

 

か
ど
の 

え
い
こ 

 

    

「
い
や 

い
や
、
こ
れ
か
ら
が 

ぼ
く
の 

し

ご
と
。」 

ス
プ
ー
ン
を 

は
な
で 

に
ぎ
っ
て
、 

・じ
ょ
う
ず
に 

・ぜ
ん
ぶ
が
ま
ざ
る
よ
う
に 

力
づ
よ
く
く
り
ん
、
く
り
ん
と
ま
ぜ
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 

・や
っと
で
き
た
か
ら
う
れ
し
い 

「
お
か
あ
さ
ん
、
さ
あ
、
い
っ
し
ょ
に
サ
ラ
ダ 

・う
れ
し
そ
う
に 

・げ
ん
き
よ
く 

を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
」 

 

ま
と
め 

        

ア
フ
リ
カ
ぞ
う
と
り
っ
ち
ゃ
ん
の

よ
う
す
を
そ
う
ぞ
う
し
よ
う
。 

〈
例
〉
り
っ
ち
ゃ
ん
へ 

ア
フ
リ
カ
ぞ
う
が
じ
ょ
う
ず
に

サ
ラ
ダ
を
ま
ぜ
て
く
れ
た
ね
。
り
っ

ち
ゃ
ん
は
、
サ
ラ
ダ
が
で
き
て
う
れ

し
そ
う
に
お
は
な
し
し
て
い
た
ね
。

ぼ
く
も
、
お
り
ょ
う
り
が
や
っ
と
で

き
た
と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
か

ら
、
そ
の
き
も
ち
よ
く
わ
か
る
よ
。

よ
か
っ
た
ね
。 


